
[貴施設名] [ご担当者名]

[ご連絡先]ＴＥＬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／ＭＡＩＬ　

１．調査期間内の全ての宿泊者数をご記入ください。

２．居住地別内訳を①国外、②国内に分けてご記入ください（地域区分は裏面をご参照ください。内訳不明の場合は、総数のみでも可です） （単位：人）
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※②国内の地域別内訳は下表をご参照ください。
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調査票Ⅰ　令和７年宿泊実態調査票（令和７年１月～令和７年１２月）

0

月 ①
国外

②国内

北海道

0

0

九州・沖縄
不明北陸関東東北

「①国外」にご記入された場合は【調査票Ⅱ】、ご記入が無い場合は【調査票Ⅲ】にそれぞれお進みください。

【地域区分】

地区名

北海道 北海道

東北 青森、岩手、宮城、福島、秋田、山形

関東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨

北陸 新潟、福井、富山、石川

中部 静岡、愛知、岐阜、長野

関西 滋賀、京都、大阪、奈良、兵庫、三重、和歌山

中国 鳥取、島根、岡山、広島、山口

四国 徳島、香川、愛媛、高知

九州・沖縄 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄

該当都道府県

【回答先】
鹿児島市観光戦略推進課
担当：村川
FAX：099-216-1320
mail：kan-senryaku@city.kagoshima.lg.jp

地域名



各国・地域ごとの宿泊者数について、ご記入をお願いします。

　１．空欄には、記載されている国・地域以外で主要な国・地域の宿泊者がいましたらご記入ください（※宿泊者数が30人以上ある場合など）。

　２．一番右の「左記以外」には、記載されている国・地域以外の宿泊者数をまとめてご記入ください。

　３．国籍が不明な場合は、「国籍不明」欄に宿泊者数をご記入ください。

台湾 韓国 香港 中国 ベトナム ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ タイ マレーシア インドネシア フィリピン インド 左記以外

アメリカ合衆国 カナダ 左記以外

ブラジル アルゼンチン 左記以外

イギリス ドイツ フランス イタリア スペイン 左記以外

オーストラリア ニュージーランド 左記以外

南アフリカ エジプト 左記以外

国籍不明

外国人合計 0 ←【調査票Ⅰ】①国外合計と一致しているかご確認をお願いします。

その他

アジア

北アメリカ

調査票Ⅱ　令和７年外国人宿泊者数調査票（令和７年１月～令和７年１２月）

南アメリカ

ヨーロッパ

オセアニア

アフリカ

[貴施設名]

（単位：人）

【回答先】
鹿児島市観光戦略推進課 担当：村川
FAX：099-216-1320 mail：kan-senryaku@city.kagoshima.lg.jp



１．令和７年の宿泊者数が前年と比べて増加した場合は増加要因を、減少した場合は減少要因をお聞かせください。

２．主な外国人宿泊者の宿泊目的について、お聞かせください。

３．令和７年１月～令和７年１２月の間で、休業期間があった場合は休業した時期とその理由をお聞かせください。

～調査は以上です。ご協力いただきありがとうございました～

メール（kan-senryaku@city.kagoshima.lg.jp）またはＦＡＸ（099-216-1320）にて令和8年3月25日（水）までにご回答くださいますようよろしくお願いします。
鹿児島市観光戦略推進課　担当：村川（℡:099-216-1510）

宿泊内容

例）韓国からゴルフ目的での宿泊が多くみられた。台湾からの企画ツアーがあった。

調査票Ⅲ　令和７年の宿泊動向に係る状況調査票（令和７年１月～令和７年１２月）

[貴施設名]

減少要因

例）今年はＡ社からの企画ツアーがあり、関西からの宿泊者増加した。例）昨年よりネット予約の個人客が減少した。

休業時期

例）○月○日～○月○日まで 例）施設改修のため

理由

増加要因

【回答先】
鹿児島市観光戦略推進課 担当：村川
FAX：099-216-1320 mail：kan-senryaku@city.kagoshima.lg.jp


